
り
を
意
識
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
授
業
中
も
、
落

■
８
日
付
け
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
は
、
次
の
よ
う
に
報
じ

ち
着
い
た｢

テ
ン
シ
ョ
ン｣

で
、
適
度
な｢

反
応
の
早
さ
」

て
い
ま
す
。
▼
２
０
１
４
年
度
に
病
気
休
職
し
た
公
立

で
、
互
い
の
顔
を
見
合
い
、｢

聴
き
合
う
姿
勢｣

を
意
識

学
校
教
職
員
（
小
中
高
、
特
別
支
援
学
校
）
の
発
生
率

し
て
、｢

し
っ
と
り
と
し
た
学
び｣

を
築
い
て
ほ
し
い
と

は
沖
縄
が
２
・
８
６
％
で
、
全
国
平
均
（
０
・
９
％
）

思
い
ま
す
。

の
３
倍
以
上
と
突
出
し
、
少
な
く
と
も
８
年
連
続
で
全

地
区
陸
上
競
技
大
会
、
合

国
ワ
ー
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
７
日
、
県
教
職
員

唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
読
書
月
間
、

組
合
（
沖
教
組
）
の
調
べ
で
分
か
っ
た
。
う
ち
精
神
疾

地
区
駅
伝
競
走
大
会
な
ど
、

患
に
よ
る
休
職
が
４
割
を
占
め
る
。
沖
教
組
の
山
本
隆

行
事
が
目
白
押
し
で
す
。
行

司
委
員
長
は
「
教
員
は
慢
性
的
な
長
時
間
勤
務
や
業
務

事
が
続
く
と
、
テ
ン
シ
ョ
ン

過
多
で
心
身
と
も
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
」
と
警
鐘

が
高
く
な
り
が
ち
で
す
。
テ

を
鳴
ら
す
。

ン
シ
ョ
ン
が
高
く
な
る
と
、

沖
教
組
が
２
０
１
５
年
に
ま
と
め
た
教
職
員
ア
ン
ケ

ケ
ガ
や
事
故
が
多
く
な
り
ま

ー
ト
（
１
１
２
２
人
回
答
）
で
は
、
１
週
間
の
超
過
勤

す
。

務
は
平
均

時
間

分
。
１
か
月
換
算
で
は
平
均

時

23

36

94

特
に
、
給
食
後
や
清
掃
時

間

分
に
な
り
、
教
職
員
の
ほ
ぼ
３
割
が
月

時
間
以

24

80

の
ざ
わ
つ
き
が
気
に
な
り
ま

上
の
超
勤
を
し
て
い
る
と
の
推
計
が
出
た
。

す
。
廊
下
で
、
あ
る
い
は
、

教
室
か
ら
外
に
向
か
っ
て
、

大
き
な
声
を
出
し
た
り
、
清

掃
中
も
お
し
ゃ
べ
り
を
我
慢

日

、
中
央
図
書
館
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
で
、
「
海
外
短

19

(水)

で
き
な
か
っ
た
り
…
。
落
ち

期
留
学
帰
国
報
告
会
が
あ
り
ま
し
た
。
山
入
端
里
南
さ

着
き
の
あ
る
、
し
っ
と
り
と

ん
・
仲
地
そ
ら
さ
ん
も
堂
々
と
帰
国
報
告
し
ま
し
た
。

し
た
空
間
の
あ
る
雰
囲
気
作

第 ６ ７ 号
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テンションを下げ、しっとりとした空間を!

しっとりとした『静寂閑雅』なたたずまい
せいじやくかん が

静かでひっそりとしていて、みやびやかな風情のあるさま

廊下や階段でも走らず，

静かに歩きましょう!!

『和顔愛語』できき合い つなぎ合い 支え合う
わ かんあい ご

和やかな表情と親愛のこもった言葉づかい

｢

早
く
お
家
に
帰
ろ
う｣

時
間
外
労
働
が
月

時
間
を
越
え
る
と
、
う
つ
病
発

45

症
と
の
関
連
性
が
強
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
、
過
労
死
ラ
イ
ン
。
月
あ
た
り
の
時
間

外
労
働
時
間
が

時
間
を
超
す
状
態
が
４
～
５
か
月
続

80

く
と
危
な
い
。
ま
た
、
１
０
０
時
間
を
越
え
る
ペ
ー

ス
だ
と
、
わ
ず
か
１
か
月
で
過
労
死
の
危
険
が
迫
っ

て
く
る
。

例
え
ば
、
あ
る
教
師
が
、
朝
１
時
間
早
く
出
勤
し

た
場
合
、
夕
方
５
時
以
降
毎
日
８
時
ま
で
学
校
に
い

る
と
、
月

日
勤
務
と
し
て
、
す
で
に

時
間
の
時
間

20

80

外
労
働
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
休
日
出
勤
を
含
め
な

い
で
の
話
だ
。
１
０
０
時
間
の
ラ
イ
ン
だ
と
、
夜
９

時
ま
で
、
ど
ん
な
に
譲
歩
し
て
も
、
こ
の
時
間
が
デ

ッ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
。（
中
略
）

仕
方
な
い
と
思
わ
な
い
で
ほ
し
い
。
す
べ
き
こ
と

は
、
た
だ
一
つ
。
最
終
的
な
退
勤
時
刻
は
午
後
７
時
、

の
っ
ぴ
き
な
ら
な
い
事
情
が
あ
っ
て
も
、
デ
ッ
ド
ラ

イ
ン
を
絶
対
に
超
さ
な
い
と
い
う
目
標
を
徹
底
し
、

業
務
の
ス
リ
ム
化
を
徹
底
す
る
こ
と
だ
。
子
ど
も
に

早
寝
を
訴
え
る
先
生
た
ち
が
、
そ
ん
な
に
遅
く
ま
で

学
校
に
残
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
。

忙
し
い
と
は
、
心
を
亡
く
す
と
書
く
。
心
を
亡
く

し
て
し
ま
っ
た
人
が
子
ど
も
の
前
に
立
つ
な
ん
で
、

と
て
も
悲
し
い
。

≪

佐
藤
曉
著
「
子
ど
も
も
教
師
も
元
気
が
出
る
授
業

づ
く
り
の
実
践
ラ
イ
ブ｣

学
研
よ
り
抜
粋≫

海
外
短
期
留
学
帰
国
報
告
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